
 

 
 

○ 平成 16 年度からの新臨床研修制度によって、卒後の医学生たちは

自由に研修先を選べるようになり、その多くが都会の機能や設備の充

実した病院に研修の場を求めています。 
○ そのため、人手不足に陥った大学は、自らの診療と研修、研究の 3 本柱を維持するため、ぞくぞく

と関係病院から医師を引き上げるようになり、今、地域の病院は多くが医師不足の状況に陥っているの

はご承知の通りです。 
○ ところが、この医師の養成に東京など都会と並んで全国トップクラスの実績を上げている普通の県

があります。沖縄県です。沖縄の取り組みはこの度の初期臨床研修制度導入のモデルとなっています。 
○ 現地で見聞した医師養成の取り組みは本当に参考に値するもので、私たち文教厚生委員会がこの度

提言を行ったのも、医師確保対策として最も重視すべきは、医師を育てること、つまり臨床研修制度を

充実させることであるという、沖縄の取り組みを見てからでした。 
 

○ 島根県内の初期臨床研修指定病院は、島根大学医学部、県立中央病院な 
 ど１２施設あります。 

○ しかし、島根県全体の初期臨床研修の募集定員は 90 名ですが、平成 20 年の研修医は 40 名で鳥取県

に次いで少なく、募集定員に対する応募者数の割合を示すマッチ率は４２％と全国最下位です。 
○ 島大付属病院の定員は４８名でマッチ者数２２名、５５％と比較的頑張っていますが、それでも毎年

の卒業生は９５名です。また県立中央病院は 10 名募集に対し１０名マッチ、松江日赤は 10 名に対

し 4 名、その他一度も研修医を受け入れたことのない病院もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提  言 

 
（１）臨床研修の資質向上を目指し、そのシステム構築に向け県として必要な施策を講じ、 

   その実現を図ること 

① 島根大学付属病院を中心に「病院群」を形成し、臨床研修のレベルアップを図ること 

② 「病院群」形成にあたっては、可能な限り多数の病院・診療所及び介護施設等を包含する

よう関係機関の合意形成に努めること 

③ 臨床研修の理念として、離島・中山間地域における医療に対する使命感の育成に重きをお

くこと 

（２）システム構築後の目標として、以下の点を関係者の間で共有できるよう、関係機関と連携して

必要な措置を講じること 

   ① 遅くとも 2～３年後を目途として、可及的速やかにマッチング率向上の実績を上げること 

   ② 県外からの研修医の募集や県外在住の島根県出身研修医、島根大学医学部卒業医あるいは

在籍経験のある医師などの帰県を促すこと。 

（３）システム構築とその後の円滑な運営、研修医に対するホスピタリティの醸成などのため、 

   市町村・医師会などとの連携に努めること 

現状と課題 

新臨床研修制度 

臨床研修医を確保するためには、各病院の個別の取組みだけではなく島大付属病院を中心に

各病院が連携し一体となった取り組みをシステム的に行う必要があります 
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